








































なお，本翻訳の底本は， Christoph Martin Wieland: Romane， hrsg. von 
Friedrich Beiβner， Munchen (Winkler) 1964である。また，本翻訳は
1986年に修士論文執筆の資料として訳したものに加筆したものである。






































































































ヴィー ラント「アー ガトン物語:第3巻ヒッピアスの哲学」第3章「純粋なる唯物論者の霊魂論J241 
もしくはへスペリデスの庭やキルケやカリュプソの島，あるいは我々を喜ば
せてはくれるが，現実のことと見なすことのない想像力のありとあらゆる遊
戯以上の真理を持つことはなL九ということはいえそうだ。
我々の長老の宗教は我々にジュピター，アポロ，パラス，アフロディーテ
を信じよと命じる。全く結構だ。しかしそうした神々について，どのような
姿を我々に想像させようというのか。
フィディアスやプラクシテレスによって神々の造形が行われたよりも，もっ
と完成された方法で神々の造形を行うことなど不可能であると誰もが告白す
る。同様に，フィディアスのゼウスは英雄的な男性以外の何物でもなく，プ
ラクシテレスのキュテレイア(アフロディーテの異名)は，せいぜい美しい
女性程度のものであり，神々をはっきりと理解している者など，このギリシャ
に一人もいなL、。
死後に神々のもとでの永遠の生が我々に約束される。しかし我々がそれに
ついて抱いている理論は，我々がこの世界で体験した繊細で精神的な喜びか
ら合成されているのであり，それゆえ我々が霊の生活，霊の喜びの純粋な姿
など手に入れることは決してないことは明らかだ。神々，霊もしくは我々以
上に完成された者が存在し得るであろうし，また，おそらく実際に存在する，
ということを私はここで否定するつもりはない。
私の結論が示す会ては次のようになる。即ち「我々が神々や諜がどのよう
な物かをはっきりとわかることなどあり得ないし，我々は神々や霊について
全く知らないJということになる。しかし， もし我々が彼らの様子や彼らの
本質について何も知らないとしたならば，我々にとって彼らは全く存在しな
いのと同じように，思われる。
アナクサゴラスはかつて私に農占い師のように熱波的に月には住人がいる
ということを証明した。おそらく彼は真実を言ったのであろう。しかしなが
ら，この月の住人とは，お前や私にとっていったい何なのだ。
お前はギリシャ人が月の住人に対して助けを求めたいなどと，思っていると
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思うのか。月には住人がいる可能性はあるが，我々にとって月とは我々の夜
を明るく照らし，かっ我々の時聞を測定する空虚な光り輝く円板以上のもの
でもなければ，円板以下のものでもない。
我が親愛なるカリアスよ，それゆえ，こうした事情が必ずあるに違いない
のでが，こうした超感覚的事象が全てこうした事情によるとしたならば，キ
マイラの上に我々の生活の計画を立てたり，ナイル川の犬のように確約され
ていない希望を抱きつつ，希望の影を味わうために我々が実際享受すること
ができる袈橘安売り渡してしまうことは何と馬鹿げたことであろうか。
人がじきに死ぬだろうという時に，それに対する保証がなされるだろうと
いう希望を抱きつつ，自らの存在の成果を残そうとしないこと以上に愚かな
こととは何か。
つまり，我々は今，生きているが，この命がなくなるだろうということを
我々はよく理解している。しかしそこで， もう一つのことが始まるかどうか
は少なくとも不確実なわけだ。よしんばもう一つのことが確実なことであろ
うとも，現在の事柄と同じ事柄を果たすことなど不可能だと言うのだ。
我々がもうーつのことについて本当に理解するための手段を何一つ所有し
ていないからだ。それゆえ我々が知り得る物に我々の生活を基づかせようで
はないか。幸福な生活とは何かを理解し，我々がその幸福な生活に到達する
ことができる最も適確で最も確かな方法を捜し;求めた後で。
(のぐち・たけし 政治経済学部兼任講師)
